
第２次熊本市農水産業計画の概要 熊本市農水局

施策体系

1 競争力の高い農水産業の振興

3 農と食の魅力創造

2 持続可能な農水産業のための
経営基盤の確立

1 園芸農業などの地域
の特性をいかした
農業やスマート農業
の推進

2 稼げる畜産・水産業
の推進

1 民間企業や農漁業者
との連携などによる
販路開拓・拡大

2 生産者と消費者との
交流促進

1 経営体の強化

2 生産基盤の整備・
保全

（1-1-1）
消費者・事業者のニーズに対応
した良質な農産物の生産拡大、
スマート農業の推進

（1-1-2）
安定した農業生産・集出荷の
推進

（1-1-3）
環境に配慮した農業及び安全・
安心な農産物づくりの推進

（1-2-1）
収益性の高い畜産業の推進

（1-2-2）
漁業生産に係る支援

（3-1-1）
農水産物などのブランド化・高
付加価値化の推進

（3-2-1）
農水産業や食をテーマにした情
報発信と交流促進

（3-2-2）
地産地消の推進

（2-1-1）
担い手の育成・確保の推進

（2-1-2）
経営の安定化

（2-2-1）
農地及び土地改良施設整備・
保全の推進

（2-2-2）
漁場及び漁港施設の整備・保
全の推進
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【施策の目標】 【基本方針】 【施策】【将来方向】

基準値 実績値 検証値

471億円
（Ｈ26）

501億円
（Ｈ30）

504億円
（Ｒ5）

基準値 実績値 検証値

895万円
（Ｈ26）

968万円
（Ｈ30）

1,084万円
（Ｒ5）

基準値 実績値 検証値

82.1%
（Ｈ27）

79.6%
（Ｒ１）

上昇
（Ｒ5）

検証指標

〔 農水産業の産出額（暦年） 〕

・農業産出額

基準値 実績値 検証値

60億円
（Ｈ25）

65億円
（Ｈ30）

72億円
（Ｒ5）

・漁業産出額

検証指標

〔 販売農家1戸当たりの
出荷額（推計）（暦年） 〕

検証指標

〔 地元の農水産物を優先的に選ぶ
市民の割合 〕
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成
果

熊本市第７次総合計画

（分野別施策）
豊かな自然環境をいかした

活力ある農水産業の振興

熊本市第７次総合計画
改訂版

【農水産業分野の中間見直しの視点】
● TPP、日EU・EPA、日米貿易協定の発効
に伴う経済のグローバル化の進展

● SDGｓの社会的浸透と本市のSDGｓ未来
都市選定

● スマート農業への期待の高まり
● 頻発化・激甚化する自然災害への対応

第２次熊本市農水産業計画

(計画期間：H29年度～R5年度)

● 農水産業の産出額及び販売農家１戸あた
りの出荷額等の増加

● 県下一の認定農業者数、農業の担い手を
確保

● 農水産業に関する情報発信力の向上 など

計画の位置づけ

第２次熊本市農水産業計画
改訂版

● 第７次総合計画の中間見直しを踏まえた内容の
充実と検証指標の見直し

● SDGsと施策の関連付け
● 農業の潜在力を発現させるスマート農業の推進
● 国土強靭化の推進と災害に強い農水産業の振興
● 民間と連携した販路の開拓・拡大
● 「新たな生活様式」に対応した農水産業の振興

農水産業は、私たちの健康な生活の基礎となる良質な食料等を安定的に供給し、

地域経済の中で多様な産業と広く結びついていることから、本市の基幹産業として

位置づけられ、高い潜在力を持つ成長産業としても期待されています。

また、農水産業は、地下水のかん養や多様な生物の保全、美しい景観の維持など

の「多面的機能」と呼ばれる役割も果たしており、私たちの生活を豊かなものにし

てくれています。

本市にとって重要な農水産業の振興を目指し、総合計画や農水産業計画において

農水産業振興施策の方向性とともに具体的な取組や行程などを明確にし、施策の着

実かつ効果的な実施につなげています。

農水産業分野の個別計画

（平成28年3月）

（平成30年1月）

農水産業分野の個別計画

中間見直し

中間見直し

（令和2年3月）

（令和3年7月）

・新型コロナウイルス
感染症の流行

反映

対応
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計画の推進体制

【施策の目標】における主な取組

・ 省力化・軽労働化の推進

・ 鳥獣被害対策の強化

・ 環境保全型農業の推進

・ 農産物の生産性と品質の向上

1 競争力の高い
農水産業の振興

・ 漁業生産に係る支援

ICTやAI技術などを活用したスマート農業の実証試験に取り組み、その
結果の地域への展開や各種支援により新技術の実装の加速化を推進。

農産物を安定生産するため、台風などの気象災害に強い低コスト耐
候性ハウス、省力化・軽労働化に資する施設・機械の導入を推進。

総合的な鳥獣被害対策として、有害鳥獣の捕獲体制の強化、侵入防
止柵の整備、鳥獣のすみかをつくらないための地域ぐるみの環境整備
等を推進。

化学合成農薬・化学肥料の使用を低減する技術や良質な堆きゅう肥
を用いた土づくりなどを推進。

農産物の生産性と品質の向上とともに、経営規模の拡大や低コスト化
を推進。

2 持続可能な農水産業の

ための経営基盤の確立

・ 担い手の育成・確保

・ 農地の集積・集約化

・ 農地や漁場、関係施設等の整備・保全

農地や漁場の整備・保全により、生産性の向上や環境の改善を図る
とともに、排水機場やため池、漁港施設などの関係施設の整備・維持
管理により、防災・減災を推進。

人・農地プランを基に、農地中間管理事業等を積極的に活用し、次世
代に引き継ぐことを目指した担い手への農地の集積・集約化を推進。

認定農業者等の担い手や新規就業者を含む農漁業後継者を育成・
確保し、経営規模の拡大などを推進。

海域環境のデータ解析やノリ養殖スケジュールの見直しなどを実施し、
温暖化など環境の変動への対応を推進。

・ 地産地消の推進

市内の農産物直売所の魅力向上、活性化などにより地域の農水
産物を購入できる場・機会を提供し、地産地消を推進。

新たな販路や流通体制の構築が重要となることから、民間企業や
農漁業者との連携、トッププロモーションの実施等を通じて、農水産
物等のブランド化・高付加価値化を推進。

3 農と食の魅力創造

・ 民間企業や農漁業者との連携等による販路開拓・拡大

・ 効果的な情報発信

・ 国土強靭化と災害に強い農水産業の推進

熊本地震、集中豪雨など近年の多発する自然災害、国土強靭化基本
計画等を踏まえ、防災・減災に向けた取組や基盤の整備・保全を推進。

各種イベントやSNSなどの多様な手法や媒体を活用し、本市の農
水産物に関する情報や魅力を効果的に発信。

・ 農業の潜在力を発現させるスマート農業の推進

「新しい生活様式」に対応した農水産業の振興に向けた重点施策

・ 農水産物の販路拡大

・ 農漁業経営の安定化とスマート農業の推進

各種イベントの中止、国内外からの観光客や外食需要の減少によ
り、消費が低迷している花きや肉類の消費需要喚起を行うとともに、
「巣ごもり消費」需要による非接触型の通信販売等の活用の支援を
推進。

県やJA等と連携し、農漁業経営体のリスク対応力の強化や雇用労
働力確保対策に取り組むとともに、スマート農業の活用による生産性
の向上や省力化、産地としての情報共有を通じた営農指導の効率化
を推進。

※SDGｓの詳細については
本編をご参照ください。

※SDGｓの詳細については
本編をご参照ください。

※SDGｓの詳細については
本編をご参照ください。
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